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　山梨老健の皆さま、あけましておめでとうございます。皆さ
まの温かく献身的な頑張りのおかげで、日本の超高齢化社会は
なんとか守られています。でも頑張りにも限界が見えてきてい
るのも事実です・・・・
　私は大学病院の外科医から老健の医者に転向して、気が付け
ば23年の月日が経ちました。困っているヒトの生活の役に立て
る老健の仕事は、尊くて遣り甲斐があるといつも感じています。
大病を患い生死の境を彷徨った高齢者が、懸命なリハビリと温
かいケアで元気を取り戻し自宅に帰る時の笑顔。その横で安堵
されているご家族のホッとした顔。長い人生を全力で生き切っ
て、その寿命を終えられた方の安らかな顔。そんな顔を観るこ
とは、私の老健の医者としてのモチベーションに繋がっていま
す。老健で働かれている皆さまも、同じような感覚を持たれて
いるのではないでしょうか。
　ヒトの人生に深く関わらせて頂ける素晴らしい老人介護の仕事ですが、老健を取り巻く環境は
年々悪化しています。物価は毎年上がり続け、日本の多くの職種で大幅な賃上げが続いているのに、
老健の収益の大元になっている介護報酬はなかなかアップしません。
　そんな厳しい状況下ですが、老健職員の賃上げに関して一筋の光が見えてきました。次年度の国
家予算配分の大筋を決める＜骨太方針＞と云うものがあります。これは閣議決定されて公に発表さ
れたものですが、2026年の国家予算の基本方針になる＜骨太方針2025＞に、介護施設に関して「介
護従事者（介護施設で働く全職種の職員）の、他職種と比較して遜色のない賃上げを行う」と云う
内容が明確に記載されました。今まで社会保障分野に関して、このようなことが記載されたことは
ありませんでした。
　高市早苗新内閣発足後の11月に介護12団体が集まって、私の司会進行で記者会見が行われまし
た。この記者会見では全国の様々な介護施設で行われた “賃上げ” に関する調査の、極めて厳しい
結果が発表されました。そしてこのままでは介護施設で働くヒトは居なくなってしまう、介護施設
を運営することは出来なくなってしまう、＜骨太方針2025＞は絶対に実現して欲しい、と云う介
護団体からの強いメッセージが多くのメディアに掲載されました。
　介護施設職員の収入は、国が（政府および財務省）決めているのです。私たち老健は一致団結し
て、更には他の介護団体とも力を合わせて、政府の動向を見守りましょう。見守るだけではダメで
す。強く訴えかけて国を動かしましょう。私たちが大切にしている素晴らしい老人介護の世界を守
るために。

2026 Greeting of a new year
～素晴らしい老人介護の世界を守るために～

山梨県老人保健施設協議会 会長

福 田　六 花
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　令和７年10月15日（水）、アピオ甲府タワー館において『第28回山梨県介護老人保健施
設大会～やるじゃん山梨!! 介護で明るい未来の扉を開けよう～』が開催され、県内22施設
より29演題のすばらしい発表がありました！

　山梨老健の皆さま毎日オツカレサマで
す。第28回山梨県介護老人保健施設 大会
を開催出来る事を、大変に嬉しく思いま
す。そして皆さまの温かく献身的な頑張り
のお陰で、山梨県の老人介護が守られてい
ることを深く感謝致します。今年は22施
設から29演題の発表があり大変嬉しく思
います。山梨から日本の高齢者介護の素晴
らしい未来を創りあげていきましょう。

　老健大会記念講演では、トレイルラン
ナーの鏑木毅様より「160㎞山岳マラソ
ンから学ぶ 逆境こそ人生の原動力」と
題して講演をいただき、参加した皆様か
らは介護の魅力を発信し続けて、前向き
に力強く山梨の高齢者介護を盛り上げて
いきたい等多くの声が寄せられ、大変有
意義な時間を過ごすことができました。

第28回  山梨県老人保健施設大会

はじめに

福田会長
挨　拶

老健大会
記念講演

セクション①（10：40～11：50）　座長：笹尾信介（山梨ライフケアホーム/支援相談員）
№ 開始時間 発　表　者 演　　　　　題

１ 10：40 ふじ苑
看護師　小林まゆみ

介護老人保健施設における身体拘束について考える
－多職種を対象としたアンケート結果から－

2 10：50 甲府かわせみ苑
介護支援専門員　小宮山元

「気が付く」「気が利く」「気が回る」
気配り三原則から事故予防へ

3 11：00 峡南ケアホームいいとみ
介護福祉士　渡辺博信

安心してください、知ってますよ!!
～プロフィールシートを活用して～

4 11：10 あさひホーム
理学療法士　功刀庸至

無いものを形に!!　リエイブルメント導入
～フレイルのクリーニング　選択の自由～

5 11：20 ＮＡＣ湯村
介護支援専門員　堀内貴弘

介護の力で、笑顔の未来をつなぐ
SDGsの取り組みを通じた未来への挑戦

6 11：30 ノイエス
支援相談員　河野真広

独立型老健の超強化型への軌跡！
その達成過程と継続戦略

7 11：40 峡西老人保健センター
支援相談員　望月貴子

超強化型への挑戦　在宅復帰の理解
このままではダメだ！変わらなければ！

セクション②（13：10～14：20）　座長：大西健太（フルリールむかわ/理学療法士）
№ 開始時間 発　表　者 演　　　　　題

１ 13：10
峡西老人保健センター

リハビリテーショングループ主任
　須賀美保

超強化型の現状と課題
リハビリテーションスタッフから見た理想と現状

2 13：20 ノイエス
理学療法士　武井直哉

地域とつながる老健のチャレンジ！
施設イベントで広がる地域参加の輪

3 13：30 つる
作業療法士　森嶋雅史

高齢者がより快適な生活をするために
車椅子改造プロジェクト委員会２年間の取り組み

4 13：40 ＮＡＣ湯村
作業療法士　原田直輝

わたし．．．また歩けるかしら？
－超高齢利用者に対する骨折初期からの挑戦－

5 13：50 峡北シルバーケアホーム
理学療法士　竹中　悠

あらゆる人を巻き込むリハビリテーション
「信念を信頼に変える」10年間

6 14：00 ひばり苑
言語聴覚士　長阪佳奈

失語症者向け意思疎通支援者派遣事業、
　 ご存知ですか？

～訪問リハビリの利用事例を通じて～

7 14：20 玉穂ケアセンター
作業療法士　野中悠記

通所リハの磨き上げ
小さなことからコツコツと…

セクション①（10：40～11：50）　座長：河西良太（峡北シルバーケアホーム/介護）
№ 開始時間 発　表　者 演　　　　　題

１ 10：40 フルリールむかわ
介護福祉士　ニンユウェイ

挑戦と絆が育んだ７年の軌跡
技能実習生から介護福祉士、そして指導者への道

2 10：50 勝沼ナーシングセンター
介護福祉士　平川智一

嚥下体操、仲間と明るく楽しく元気に
音楽を取り入れた体操でみんなで踊ろう

3 11：00 甲州ケア・ホーム
山﨑誠一郎

みんなで過ごす楽しい時間。
～業務改善を行いレクの充実化を図る～

4 11：10 山梨ライフケア・ホーム
通所リハビリ　伊藤誠二

園芸療法がもたらす効果
野菜作りに奮闘中!!

5 11：20 フルリール甲府
介護福祉士　田中伸佳

入浴支援プロセスRe Make
～フロア内完結型の新しい挑戦～

6 11：30 ケアセンターいちかわ
介護福祉士　保坂　瞳

優しい嘘
嘘は必ずしも悪いとは限らない…と思いたい

7 11：40 ノイエス
事務長　樋口一也

老健に『ミニ錦鯉』がやってきた！
～慈しみと癒しの伝道師たち～

セクション②（13：10～14：30）　座長：小林和美（勝沼ナーシングセンター/管理栄養士）
№ 開始時間 発　表　者 演　　　　　題

１ 13：10 甲府相川ケアセンター
中島和浩

摂食機能に基づいた個別性に合わせた摂食姿勢
の重要性について ～Ｍさんの事例を通して～

2 13：20 白樺荘
小宮山久美子

「食べる楽しみ」をふたたび～まんじゅう食べたいな～
歯科医の協力を得てPEGから経口摂取へ

3 13：30 はなます
看護師　井出絵里

褥瘡・ポジショニング委員会の再構築
専門的意見の結集

4 13：40 ノイエス
看護師長　小澤真寿美

老健で薬を減らし、眠剤を無くそう！
きっといい事あるかも？

5 13：50 フルリール甲府
言語聴覚士　生亀宜子

私なりに考える老健での言語聴覚士の役割と重要性
～臨床経験３年目から振り返る～

6 14：00 恵信塩山ケアセンター
理学療法士　飯田卓弥

多職種と連携し、認知症ケアについて考える
趣味からその人らしさを

7 14：10 フルリールむかわ
理学療法士　深沢　周

暮らしを支えるプロフェッショナル達
～訪問リハが繋ぐ、超強化型老健の最前線～

8 14：20 しおかわ福寿の里
理学療法士　野中伊玖磨

デジタルなモノづくり
認知機能向上アプリケーションの作成で感じたこと
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優 秀 演 題 紹 介

ノイエス　事務長　樋口　一也

ノイエス　看護師　小澤真寿美

ノイエス　支援相談員　串田友佳・河野真広

ノイエス　理学療法士　武井　直哉

　人々への癒しや、ストレス、
緊張感を和らげるアニマルセ
ラピー効果。ノイエスではこ
れまでにも、このような効果
を求めながら、色々な動物を
迎い入れてきました。
　こうした経過の中、人懐っ
こく、施設内でも飼育が可能

な「ミニ錦鯉」を飼ってみてはどうか、という話に
なりました。早速、水槽の設置場所や管理の方法、
設置費用はいくらくらいかかるのかを検討し、５か
月後、かわいい５尾の「ミニ錦鯉」が、ノイエスに
やってきました。利用者さんからは、予想以上に大
好評で、その感想を新聞に投稿いただくなど、施設
としても嬉しい出来事となりました。
　今回の大会では、この取り組みをとおし、高血圧
の改善効果や認知症状の軽減効果について発表させ
ていただきましたが、何より、癒しの効果が日々感
じられること、「ミニ錦鯉」ありがとうという想い
です。

　ノイエスでは令和５年４月
から「ポリファーマシー改善
計画」、10月から「眠剤ゼロ
計画」を実施した結果、様々
なプラス効果をもたらしたこ
とを報告させて頂きました。
75歳以上の高齢者の40％が

５種類以上の薬を処方されているというデータがあ
ります。当施設に入所される方も例外ではありませ
ん。ポリファーマシー改善の本質は「必要な薬だけ
を、その人の生活に合わせて服用する。」事です。
減薬＝リスクではなく、減薬＝生活・健康の改善に
繋がるアプローチだと思います。今回の取り組み
で、午前中傾眠傾向だった利用者様に笑顔が増え活
動的になった事と介助している介護士や薬の管理を
している看護師の負担軽減にもつながりました。今
後も「ポリファーマシーの改善」「眠剤ゼロ」を継
続して、利用者様のQOL向上を目指していきたい
と考えています。

　近年、老健全体で施設
区分に対する意識改革が
進む中、ノイエスでは数
年来「加算型」で推移し、
当初は強化型を目指す考
えがあまりありませんで
した。その背景には、稼
働率低下への懸念や「強

化型は難しい」という先入観があったからだと思い
ます。しかし、一度基本型へ区分を落としたことが
きっかけとなり、危機感が生まれ、施設全体で現状
を見直す機会となりました。施設長をはじめ多職種
で協議を重ね、現状や課題を共有しながら超強化型
を目指す方針を固めていきました。特に在宅復帰率
の向上が大きな課題であり、そこを中心に議論を重
ねた結果、現在では超強化型を維持できています。
加算取得が目的化しないよう留意し、支援の質の向
上の先に加算が伴うという意識を持つことが重要で
あり、今後も利用者・家族の生活を支える取り組み
として、施設全体で共通理解と継続的戦略を共有し、
地域における在宅支援の中核を担っていきたいです。

　この度は優秀演題に選出し
て頂き、身に余る光栄ととも
に、これまで積み重ねてきた
地道な取り組みが評価された
ことに大きな励みとなりまし
た。本発表では、HP・SNSを
活用した情報発信、メディア
との連携、地域交流イベント

の実施など、多方面に広がる地域活動の実践をまと
めています。その多岐にわたる活動内容を一つのス
トーリーとして整理し、成果を過不足なく伝わる形
に構築するためには、構成の練り直しや情報の取捨
選択に苦労し、まさに試行錯誤の連続でした。それ
でも、入所者の方が「涙を流すほどの感動」を覚え
た瞬間や、地域住民が自発的に参加の輪を広げてい
く姿を振り返ることで、地域とつながる老健の意義
と可能性をあらためて強く実感できました。今回の
受賞を新たな原動力とし、ノイエスは今後も地域住
民の特技や趣味が自然に活かされる“開かれた老健”
として、交流の場づくりと社会参加の推進に一層努
めてまいります。

老健に『ミニ錦鯉』がやってきた！
～慈しみと癒しの伝道師たち～

老健で薬を減らし、眠剤を無くそう！
～きっといい事あるかも？～

独立型老健の超強化型への軌跡
～その達成過程と継続戦略～

地域とつながる老健のチャレンジ！
～施設イベントで広がる地域参加の輪～
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　令和７年９月28日（日）中央市の大丸パークレーンズにおいて第５
回ボウリング大会が開催されました。多くの施設が協力してくださり
今回は10施設24名が参加し、無事に大会を実施することができました。
　当日会場は、笑顔と歓声に包まれ大いに盛り上がりました。参加者
の皆様はストライクやスペアが出るたびに拍手をし合い、和やかな雰
囲気の中でお互いに声を掛け合いながらプレーを楽しんでいました。
日頃の仕事の合間のよいリフレッシュとなり、他施設の職員との交流
の場としても貴重な時間となりました。普段なかなか顔を合わせる
機会の少ない他施設の職員同士がスポーツを通して語り合い励まし合
う姿も印象的でした。参加者からは「久しぶりに体を動かして気持ち
良かった。」「行くか迷ったけれど参加して良かった。」「他施設と交流
できて良かった。」「楽しかった。あっという間に終わってしまった。
あと１ゲームやりたかった。」との声が聞かれ、スポーツを通じた交流
の大切さを改めて感じる大会となりました。
　会場に駆けつけて下さった皆様、職員を送りだし
ていただいた施設の皆様に心より感謝申し上げ
ます。皆様の温かいご協力とご尽力があった
からこそ、笑顔あふれる大会となりました。
本当にありがとうございました。
　なお、大会の成績は下記のとおりです。 
参加された皆様、大変お疲れ様でした。

順位 男性の部 女性の部

1 位 牧野　正道 さん
（山梨ライフケア・ホーム）

芦澤　葉子 さん
（ふじ苑）

2 位 金丸　竜門 さん
（玉穂ケアセンター）

窪田　永江 さん
（しおかわ福寿の里）

3 位 勝又　陽治 さん
（ももくら）

三枝ひとみ さん
（ふじ苑）



【氏　名】
保阪　想太

【施設名】
ＮＡＣ湯村

【経験年数】
６年

【氏　名】
代永　成子

【施設名】
山梨ライフ
ケアホーム

【経験年数】
４年

【氏　名】
ス ミャッ モン

【施設名】はまなす

【経験年数】６年

　中学生の頃から、将来は「誰かの力になれる仕事がしたい」という想いがありました。高校生のときに訪
れた介護施設では、スタッフの皆さんの明るい笑顔と、利用者の方々の温かなまなざしが印象的で、「ここに
は人のやさしさがあふれている」と感じたのを覚えています。見学の最後、ある利用者のおじいさんが「君
みたいな若い子が来てくれたら嬉しいな」と声をかけてくださいました。その一言は、まるで心の扉を開け
てくれたようで、「私も介護の世界で誰かを支えたい」と強く思うきっかけになりました。あの日の言葉が、
今の私をつくっています。

　転職を考えた時、適職診断を受けました。どの診断にもその中には介護があり、介
護の「か」の字も知らなかった私ですが人と関わっていたい、人の役に立ちたいと思っ
ていました。そして幼少期から祖父母と暮らしていたのでとても身近な存在だったの
で勇気を出して飛び込んでみました。

　もともとお年寄りと話すことが好きであり、介護の仕事が手に職をつけるし自分に
向いていると感じたのが、介護を志すきっかけでした。

　私が大切にしているのは、「寄り添う気持ちを絶対に手放さないこと」です。業務を
こなすだけでは、心までは支えられません。利用者様の表情や声のトーン、小さな変
化に気づけるかどうか。そこに、その人の「安心」を左右する大切なヒントが隠れて
います。「この方は何に困っているだろう？」「どうすればもっと安心して過ごせるだ
ろう？」と考えながら、常にベストなケアを追求しています。「小さな気づきや声掛け
が、その方の安心につながる」その想いで日々のケアに向き合っています。

笑顔！！
元気！！
コミュニケーション！！

　利用者様の安心と信頼関係を大切に考えています。利用者様の気持ちに寄り添い、
信頼関係を築き、お互いに支え合うことで安心して毎日過ごせることが大事だと思い
ます。

　介護の魅力は、やはり「人と人がつながる瞬間」にあります。どんなに忙しい
日でも、利用者様から「ありがとう」と声をかけていただけるだけで、心がふっ
と温かくなり、「この仕事を選んでよかった」と思えます。——人の気持ちは、
言葉ひとつで輝くことがある。そして、同じ目標を胸に働く仲間の存在も、この
仕事を続ける大きな力です。多職種で支え合い、励まし合い、ときには悩みを共
有しながら歩む毎日は、確かな成長につながっています。介護の仕事は、人を支
えながら、自分もまた成長していける。そんな魅力に満ちた仕事だと思います。

　毎日同じようで違う事です。業務は同じでも、人との関わりなので毎日様々な会話
が生まれます。些細な事を褒めてもらえたり、「ありがとう」感謝してもらえたり、少
しボケたつもりでもシーンと静まり返ったり…(笑) 毎日違うからこそやりがいもあり、
毎日新鮮に思えています。

　人とのつながりです。「ありがとう」の言葉や笑顔から、私が人の役に立っているこ
とができたなと喜びを感じます。利用者様の昔の話を聞いて、自分自身の成長も感じ
ることができたと思います。6
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各委員会よりお知らせ

　　　　　　　　　令和７年10月15日（水）、アピオ甲府タワー館において『第28回山梨県介護
老人保健施設大会～やるじゃん山梨!! 介護で明るい未来の扉を開けよう～』が開催されました。
　今年は、これまでとは会場が変わり、大会構成の在り方も大きく変化した大会となりましたが、
老健関係者をはじめ、一般の方々も含めて230名を超える皆様にご参加いただき、大盛況のうち
に幕を閉じることができました。
　開会にあたって山梨県福祉保健部部長様よりご祝辞を頂戴し、午前の部では福田会長より「介
護老人保健施設の理念と役割」についてのご講演をいただき、老健が担うべき役割や目指すべき
方向性を再確認することが出来ました。また、午後の“記念講演”では「160㎞山岳マラソンか
ら学ぶ 逆境こそ人生の原動力」と題して、トレイルランナーの鏑木毅様よりご講演をいただき、
参加者の皆様からは「自分の生き方を考えるきっかけになった」、「前向きな気持ちになれた」と
いう声が数多く聞かれ、大変有意義な時間を過ごすことができました。
　さらに、今大会で初めて、午前と午後の２部体制での開催となった“演題発表”については、
県内22施設より29演題の発表がありました。どの施設の発表も大変素晴らしく、日々の業務の中
から気づきを得て、様々な工夫を凝らし、より良いケアに繋げようと一生懸命に取り組まれてい
る姿が印象的であり、そこには今回の大会タイトルにもある「明るい未来への扉」が確かに存在
していたと感じております。
　本大会の開催にあたり、福田会長
をはじめ、大会運営にご尽力いただ
きました研修委員会の運営スタッフ
の皆様はもちろんのこと、ご参加い
ただきましたすべての皆様のご協力
に心より感謝を申し上げます。本当
にありがとうございました！

研　修
委員会 第28回山梨県介護老人保健施設大会　無事終了！

広報委員会よりお知らせ
広　報
委員会

　　　　　　　　広報委員会では今年度新たな試みとして、広報誌を通し介護のやりがい等介護
の魅力発信記事を掲載しております。介護の担い手が不足する中、この記事を通して介護を志し
てみよう！ 介護の勉強をしてみよう！という方が増える事を切に願っております。今回の広報誌
にも掲載していますので是非ご覧ください。
　また、やまなし老健ホームページ内にある持ち回りブログも内容盛り沢山で、非常に好評をい
ただいております。是非多くの方にご覧いただければと思います！
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